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6．第二回シンポジウムの開催報告

２００９年４月２１日大阪大学銀杏会館３階三和ホールに

おいて，文部科学省グローバルＣＯＥプログラム「アンビエ

ント情報社会基盤創成拠点-生物に学ぶ情報環境技術の確

立-」の第二回シンポジウムが開催された．本プログラムは，

大阪大学大学院情報科学研究科，サイバーメディアセン

ターにより推進された２１世紀ＣＯＥプログラム「ネットワー

ク共生環境を築く情報技術の創出」の成果を発展させ，ア

ンビエント情報社会基盤を創成することを目的として，平成

１９年度に採択されたものであり，三年目を迎えた本年度

開始間もないタイミングでこれまでの研究・教育プログラム

の進捗を報告し、議論を深めることを目的として開催された．

本プログラムは大阪大学大学院情報科学研究科，サイ

バーメディアセンター，工学研究科，基礎工学研究科，言語

文化研究科，産業科学研究科の参画により推進されている．

大阪大学内外の多くの関心を集め，２４０名を超える参加

があった． 

最初に，今瀬 真 情報科学研究科長により本シンポジウ

ム開催の趣旨が説明され，次に，文部科学省高等

 

プロジェクトの趣旨：今瀬真研究科長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育局 大学振興課大学改革推進室課長補佐 古田和之氏

より来賓ご挨拶をいただいた．２１世紀ＣＯＥプログラムで

得られた成果を発展させ，生物のゆらぎを活かした柔軟で

適応性を持つ情報システムの構築に対する期待が述べら

れた．また，情報系先端融合科学研究棟が竣工したことに

ついても触れられ，情報分野と生物分野の研究が同じ建物

の中で，生物分野，情報分野の研究者が額を突き合わせ

て進められつつあり，イノベーティブな研究成果が生まれ

ることを期待していると述べられた． 

 

 

来賓ご挨拶：古田和之文部科学省大学改革 

推進室課長補佐 

 

生物ダイナミクス領域の研究紹介：四方哲也教授 
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6．第二回シンポジウムの開催報告

つづいて，本グローバルＣＯＥプログラムの進捗状況に

ついて，各教育，研究領域から実施報告を行った．まず，

村田正幸リーダーから，本プログラムの研究・教育のねら

いと推進について全体説明と新しい情報環境の概念である

アンビエント情報社会の基盤創成の説明と来るべき情報未

来社会について講演を行った．その後，各教育，研究領域

から本グローバルＣＯＥプログラムにおいて推進している

プログラムの講演を行った． 

まず，教育・人材育成においては，アンビエント情報社会

の創成や高度情報技術開発を支え，国際的に活躍のでき

る人材養成を目指した教育プログラムの推進について，そ

の取り組みと目指すところについて，講演が行われた． 

 

 

アンビエントネットワーク領域の研究紹介： 

村田正幸教授 

 

アンビエントインタフェース領域の研究紹介： 

竹村治雄教授 

研究においては，情報技術が生活環境に溶け込んで，

環境側から人にアクセスし適切な情報が提供される，「アン

ビエント情報社会」の概念や未来像について全体説明が

あった．アンビエント情報社会の実現のためには，情報環

境の基盤構築が必要となるが，そのためには技術的に大

きなブレークスルーが求められる．その中での一つの特徴

は，予見が困難な人間行動や動的変化の激しい大規模情

報システムに対応するために，生物の環境適応の原理に

学ぶということにある．本シンポジウムでは，２１世紀ＣＯＥ

プログラムで得られた「アトラクター選択の原理」を発展さ

せた「アトラクター重畳」，「アトラクター摂動」の原理のアイ

デアを創出し，その情報技術への展開，応用を目指すとこ

ろに特徴を持っていることが強調された． 

 

アンビエントインタフェース領域の研究紹介： 

前田太郎教授 

 

アンビエント基盤プラットフォーム領域の 研究紹介： 

尾上孝雄教授 
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6．第二回シンポジウムの開催報告

次に生物ダイナミクス領域から，異なる生物間が相互作

用の結果，安定な状態にたどりつく「アトラクター重畳」の発

見と定式化のアイデアについて説明があった．また，生物

システムに外部環境から摂動を与えた際の変化の大きさを

議論する「アトラクター摂動」のアイデアが述べられた．ア

ンビエントネットワーク領域，アンビエントインタフェース領

域，アンビエントプラットフォーム領域では，この概念の創

出について実際の情報技術に取り込んで具現化する研究

報告が行われその後，活発な議論が行われた． 

さらに，本グローバルＣＯＥプログラムの特任教員，特任

研究員を中心とした若手研究者，リサーチアシスタント（Ｒ

Ａ）を中心とした学生らによる，研究，教育の推進について

のポスター発表，デモンストレーション発表が合計１４件行

われた．会場は，デモンストレーションやポスターにおいて

実際の研究教育活動について深く議論が行えたため，講

演にもまして会場は熱気に包まれた． 

本シンポジウムにおいては，アドバイザリー委員の先生

方にもご出席をいただき，研究教育拠点の目指すべき方向

性や教育方法に関する貴重なご意見も頂けた．また，イン

ターンシップを受け入れていただいている企業の方のご参

加やご意見も頂戴でき，本グローバルＣＯＥをさらに発展さ

せるために意義深いシンポジウムになった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1: デモンストレーション・ポスター発表の様子 
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6．第二回シンポジウムの開催報告

今回のシンポジウムは次のような次第で行われた．  

日時：２００９年４月２１日（火）１３：００－１７：００  

場所：銀杏会館三和ホール 

13：15－13：20  

プロジェクトの趣旨:  

大学院情報科学研究科長 今瀬 真  

13：20－13：30  

来賓ご挨拶:  

文部科学省高等教育局大学振興課  

大学改革推進室課長補佐 古田和之 氏  

グローバルＣＯＥ進捗報告  

13：30－13：50  

全体説明:リーダー 村田正幸  

13：50－14：20  

教育プログラム，人材育成:今瀬 真  

14：20－14：40  

生物ダイナミクス領域:四方哲也  

14：40－15：00  

アンビエントネットワーク領域:村田正幸  

15：00－15：30  

アンビエントインタフェース領域: 

竹村治雄，前田太郎  

15：30－15：50  

アンビエント基盤プラットフォーム領域:尾上孝雄 

15：50－17:00  

若手研究者，学生によるデモンストレーション，ポスター発表 

閉会 
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研究業績一覧

平成２１年度 
 

1. 四方哲也, “生物の揺らぎと共生形成過程,” 基礎生物学研究所会議 （基礎生物学研究所, 愛知, ２００９年４月２７

日）. 

2. Yomo, T., “Constructive approach to proto-cellular life,” Workshop OQOL'09: Open Questions on the Origins of 

Life 2009 (San Sebastian, Spain, May 21, 2009). 

3. 古澤 力, “マイクロアレイを用いた網羅的遺伝子発現／変異解析,”  「生物進化の持続性と移転」 ０９年度第１回研

究会（国際高等研究所, 奈良, ２００９年６月２０日）. 

4. 四方哲也, “遺伝子発現のゆらぎを用いた適応戦略,” 細胞個性学フォーラム（法政大学, 東京, ２００９年６月２９日）. 

5. Murata, M., “Towards new-generation networks: Japan's approach,” Hungarian-Japanese Joint Conference on 

Future Information and Communication Technologies (FuturICT 2009) (Budapest, Hungary, Jun. 29, 2009). 

(Keynote Speech) 

6. Kagawa, K., Horisaki, R., Nakao, Y., Toyoda, T., Masaki, Y., Tanida, J., “TOMBO x, y, z, resolution,” IEEE 

Computer Society 2009 VAIL Computer Elements Workshop (Jun 2009). 

7. 香川景一郎, 堀崎遼一, 中尾良純, 豊田 孝, 政木康生, 谷田 純, 「レンズ配置の最適設計による薄型複眼カメラＴＯ

ＭＢＯの高画質化」, 光設計研究グループ第４２回研究会, 光設計研究グループ機関誌, No. 42, pp. 27-33 (Jul. 

2009). 

8. Matsuura, T., Kazuta, Y., Aita, T., Adachi, J., and Yomo, T., “Quantifying epistatic interactions among the 

components constituting the protein translation system,” 2nd Switzerland-Japan Biomolecular Chemistry 

Symposium (SJBCS2009) (The University of Tokyo, Tokyo, Japan, Sept. 11, 2009). 

9. 細田一史, 森光太郎, 鈴木真吾, 柏木明子, 四方哲也, “大腸菌の人工相利共生系で観察される協力的表現型変化,” 

第１９回日本数理生物学会大会（東京大学, 東京, ２００９年９月１１日）. 

10. 四方哲也, “遺伝子発現揺らぎを用いた適応応答,” 日本遺伝学会第８１回大会（信州大学, 長野, ２００９年９月１７

日）. 

11. Yomo, T., “How Darwinian selection affects phenotypic fluctuation,” 13th Evolutionary Biology Meeting at 

Marseilles (Marseilles, France, Sept. 25, 2009). 

12. 松浦友亮, 数田恭章, 安達次朗, 相田拓洋, 小野直亮, 森 浩禎, 四方哲也, “無細胞翻訳系を用いた蛋白質合成活

性の最適化戦略,” トピックスシーズ発表会（第６１回日本生物工学会大会）（名古屋大学, 愛知, ２００９年９月２５日）. 

13. 清水 浩, “システムバイオテクノロジーによる生物生産,” 第６１回日本生物工学会大会（名古屋大学, 愛知, ２００９

年９月２５日）. 

14. Murata, M., “Biologically-inspired network architecture for future networks,” Fourth International Workshop on 

Natural Computing (IWNC 2009) (Himeji, Sept. 24, 2009).  

15. Numao, M., “Relational Mining for Brains - Dopamine Antagonist Molecules and a Brain Computer Interface,” 

Osaka University - De La Salle University Science and Technology Congress, (De La Salle University, Philippines, 

Sept. 2009). 

16. Kurihara, S. “Human Behavior Mining,” Osaka University - De La Salle University Science and Technology 

Congress, (De La Salle University, Philippines, Sept. 2009). 
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研究業績一覧

17. Sampei, S. and Ibi, S., “Dynamic Spectrum Control That Bridges Dynamic Spectrum Access and Adaptive 

Transmit/Receive Control in Cognitive Radio Systems,” The 12th Int'l Symposium on Wireless Personal 

Multimedia Communications (WPMC'09), in CD-ROM, (Sept. 2009). 

18. Sampei, S., “Cognitive Radio as an Enabling Technology for Wireless Distributed Networks,” The 2nd 

International Workshop on Wireless Distributed Networks (Sept. 2009). 

19. 四方哲也, “大腸菌ゲノムの高温適応進化,” 「細胞を創る」研究会２.０（東京大学鉄門記念講堂, 東京, ２００９年１０

月３日）. 

20. Ichihashi, N., Matsuura, T., Yomo, T., “What is the condition of realizing a self-replication system of genetic 

information in vitro?,” 第４７回日本生物物理学会年会（徳島文理大学, 徳島, ２００９年１０月３０日）. 

21. 村田正幸, “新世代ネットワーク研究開発戦略,” NICT スーパーイベント２００９（幕張メッセ, ２００９年１０月７日）. 

22. Murata, M., “Self-organized networks inspired by biological systems, ”  2nd Japan EU Symposium on 

“New-Generation Network and Future Internet,” (Tokyo, Oct. 14, 2009).  

23. Wakamiya, N. and Murata, M., “Introduction to Global COE Project: Center of Excellence for Founding Ambient 

Information Society Infrastructure,” International Workshop on Nonlinear Theoretic Approach to Ambient Network 

(Sapporo，Oct. 19, 2009).  

24. 岸野文郎, “ヒューマンインタフェースを形に,” 映像情報メディア学会技術報告, Vol. 33, No. 44, pp. 17-20 （２００９年

１０月）. 

25. Tanida, J., Kagawa, K., Fujii, K., Horisaki, R., “A Computational Compound Imaging System Based on Irregular 

Array Optics,” Frontiers in Optics 2009/Laser Science XXV/Adaptive Optics: Methods, Analysis and 

Applications/Advances in Optical Materials/Computational Optical Sensing and Imaging/Femtosecond Laser 

Microfabrication/Signal Recovery and Synthesis in CD-ROM, CWB1, (Oct. 2009). 

26. 三瓶政一, 「無線分散ネットワーク ～ 自立した無線アクセスをめざして ～」, 信学技報, Vol. 109, No. RCS-229, pp. 

65-70(Oct. 2009). 

27. 四方哲也,  “細胞の個性と環境応答,” 第６回コンビナトリアル・バイオエンジニアリング会議（千里阪急ホテル, 大阪, 

２００９年１１月１３日）. 

28. Shimizu, H., “Multiomics analyses for identification of important genes under stress conditions in bioprocesse,” 

Proc. of Asia Pacific Biochemical Engineering Conference 2009(APBioChEC'09) (Kobe International Conference 

Center, Kobe, Japan, Nov. 26, 2009). 

29. 前田太郎, “ヒトと共生する計測と制御,” 国際シンポジウム東京 ２００９「センシングが切り拓く先端的“知”」（豊橋

GCOE，東京，２００９年１１月５日）. 

30. Furusawa, C., “Development Of Physico-Chemical Model Of Hybridization For High-Resolution Microarray 

Analysis,” Proc. of BIT's 3rd World Congress of Gene-2009(WCG-2009) (Golden Sun Hotel, Foshan, China, Dec. 

2, 2009). 

31. 四方哲也, “創ってわかる細胞生物学,” 第２３回肝類洞壁細胞研究会学術集会（ホテル京阪ユニバーサルタワー, 大

阪, ２００９年１２月１２日）. 

32. Maeda, T., Ando, H., Iizuka, H.，“Wearable Robotics as a Behavioral Assist Interface like Oneness between 

Horse and Rider” IUCS2009 (Tokyo，Dec. 3，2009)． 
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33. 古澤 力, “大腸菌人工進化系における表現型・遺伝子型の網羅的解析,” 定量生物学の会 第２回年会（大阪大学, 

大阪, ２０１０年１月１１日）. 

34. Yomo, T., “Self-replication of genetic information in lipid vesicles,” Gordon Research Conferences-2010 (Hotel 

Galvez, Galveston, TX, USA, Jan. 13, 2010). 

35. Hosoda, K., Shiroguchi, Y., Yamauchi, Y., Suzuki, S., Mori, K., Kashiwagi, A., Todoriki, M., Oki, S., Matsuyama, S., 

Ko-Mitamura, E., Urabe, I., Yamada, A., Kihara, K., Ono, N., Furusawa, C., and Yomo, T., “Phenotypic plasticity 

for the establishment of symbiosis,”  The 7th Okazaki Biology Conference (The Evolution of Symbiotic Systems)  

(Yamaha Resort Tsumagoi, Shizuoka, Japan, Jan. 14, 2010). 

36.  Yomo, T., “Constructive approach to proto-cellular life,” UK-Japan Workshop on Synthetic Biology (British 

Embassy, Tokyo, Japan, Jan. 21, 2010).  
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研究業績一覧

平成２１年度 
 

1. 四方哲也, “過酷な環境下｢同条件、進化ばらつく｣ ーゆらぎで多様性ー,” 日経産業新聞, 平成２１年５月４日付６面 

（２００９年５月）． 

2. 四方哲也，“「進化論的？野球談義」，”産経新聞，平成２１年５月１３日付夕刊２面（２００９年５月）． 

3. 矢入郁子, 原井洋明, 村田正幸, “ポスト・インターネット研究－白紙からインターネットに代わるネットワークを作る－,” 

Vol.24, No.3, pp.416-423, 人工知能学会誌（２００９年５月）． 

4. 岸野文郎, “高臨場感･バーチャルリアリティ技術の展望,”, 画像電子学会誌, Vol.38, No.3, pp.274-277（２００９年５

月）． 

5. 前田太郎, “わらしべマッドサイエンティスト（理系編）,” TV Bros 平成２１年５月２日号, p.98（２００９年５月）． 

6. 清水 浩，“こんにちは研究室－人智を超えた細胞の不思議解明へ，” 産経新聞，平成２１年６月４日付朝刊２５面（２０

０９年６月）． 

7. “振動を伝える傘，”テレビ東京系のニュース番組 ワールドビジネスサテライトの「トレンドたまご」，２００９年６月４日

放送（２００９年６月）． 

8. 四方哲也，“新たな切り口で迫る「生命・進化」 人工細胞、「部品」入れ自己複製，” 朝日新聞， 平成２１年９月１５日

付朝刊３１面（２００９年９月）． 

9. 岸野文郎, “ヒューマンインタフェースを形に,” 映像情報メディア学会技術報告, Vol.33, No.44, pp.17-20（２００９年１０

月）． 

10. 竹村治雄, “アンビエントインタフェース-そのねらいと実現に向けて,” ヒューマンインタフェース学会論文誌, Vol.11, 

No.4, pp.15-20（２００９年１１月）． 

11. 前田太郎, “サイエンス, 錯覚の感じ方 ココロ次第,” 日本経済新聞, 平成２１年１１月１日付（２００９年１１月）． 

12. “サイエンスリポート，メディアラボ第５期展示｢感覚回路採集図鑑｣,” Me+Sci, ミーサイニュース，平成２１年１１月（２０

０９年１１月）． 

13. “｢空気｣を読む次世代 IT, 生活に溶け込み目指すアンビエント，” 朝日新聞 ２００９年１２月２６日（２００９年１２月）． 

14. “「感覚回路採集図鑑」展 「視・聴・触」の不思議学ぶ” 読売新聞， 平成２１年１２月２日付（２００９年１２月）． 

15. “DESIGNING IN THE DARK, DesCours art and architecture exhibit lights up the town,” The Times Picayune, 平

成２１年１２月１２日付（２００９年１２月）． 

16. 津留三良, インベイウェン, 四方哲也, “遺伝子発現ゆらぎの解析と応用,” 実験医学, Vol.28,No.1,pp.7-11（２０１０年１

月）． 

17. 若宮直紀, 村田正幸, “生物ダイナミクスに学ぶ情報ネットワーク制御,” システム制御学会誌特集｢ダイナミクスに基

づく情報処理の諸相｣, Vol.54, No.1, pp.15-21(Jan.2010). 

18. “３次元画像を送受信,” 日本経済新聞 ２０１０年１月２５日朝刊１３面科学（２０１０年１月）. 

19. “アンビエント・インターフェース,” サイエンスニュースネットワーク(http://sciencenews.jp/), ２０１０年１月２２日付（２０

１０年１月）． 

20. “サイエンスリポート，日本科学未来館の現場から，” 中日新聞， 平成２２年１月１９日付（２０１０年１月）． 

21. “サイエンスリポート，日本科学未来館の現場から，” 東京新聞， 平成２２年１月１９日付（２０１０年１月）． 

22. “「３次元ファックス」撮影した商品写真を立体画像で映し出す．３６０度どこからでも見られる画像転送技術,” 小学館
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DIME, ２０１０年２月１６日発売, DIME SCOPE, p.75（２０１０年２月）． 

23. Shinfuku, Y., Sorpitiporn, N., Sono, M., Hirasawa, T., Furusawa, C., Shimizu, H., “Development of a Prediction 

System for Metabolic Fluxes based on Genome Information,” ソフトウエアバイオロジー, Vol.9,(Mar. 2010, to 

appear). 

24. ｢アソブレラ｣関連の報道, DigInfo, http://www.youtube.com/watch?v=F1JrbdRH_yk 

25. ｢アソブレラ｣関連の報道, 週アス PLUS, SIGGRAPH2009 動画レポート！（前編）， 

http://weekly.ascii.jp/elem/000/000/011/11667/ 

26. ｢アソブレラ｣関連の報道, PRONEWS, [SIGGRAPH2009] Vol.02 日本から数多くの出展がある Emerging 

Technology, http://www.pronews.jp/special/0908071200.html 

27. ｢アソブレラ｣関連の報道, Im
´
 at SIGGRAPH…Wish You Were Here, 

http://www.gamevortex.com/gamevortex/news.php/1180/i39m-at-siggraph-wish-you-were-here-multi.html 

28. ｢アソブレラ｣関連の報道, Robots of SIGGRAPH 2009, 

http://www.jackasterisk.com/j_a_c_k_/2009/08/robots-of-siggraph-2009.html 

29. ｢アソブレラ｣関連の報道, ファミ通.COM, http://www.famitsu.com/game/news/1228783_1124. html 

30. ｢アソブレラ｣関連の報道, CNET Japan, 最先端技術使ったメディアアートなどが勢ぞろい_｢DIGITAL CONTENT 

EXPO 2009｣, http://japan.cnet.com/news/media/story/0,2000056023,20402136-4,00.htm 
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平成２１年度 
 

1. “5th IFIP/IEEE Workshop on Broadband Convergence Networks (BcN 2010),” Co-Chair (Osaka, Japan, Apr. 19, 

2010). 

2. “International Conference on Information Science and Applications (ICISA 2010),” Publicity Co-Chair (Seoul, 

Korea, Apr.21-23, 2010). 

3. “IEEE 2008 International Communication Quality and Reliability Workshop (IEEE CQR 2008),” Technical 

Program Committee Chair (Arizona, USA, Apr.29-May 1, 2008) 

4. “The 3rd International Workshop on Emergent Intelligence in Networked Agents (WEIN09),” Workshop Chair 

(Budapest, Hungary, May 12, 2009). 

5. “Third IEEE International Conference on Self-Adaptive and Self-Organizing Systems (SASO 2009),” Workshop 

Chair (San Francisco, Sept.14-18, 2009). 

6. “Special Session on Unconventional Models in Communication at 4th International Workshop on Natural 

Computing (IWNC 2009),” Co-Organizers (Himeji, Japan, Sept.24, 2009). 

7. “The 2nd International Workshop on Wireless Distributed Networks,” Steering Committee (Tokyo, Japan, Sept.13, 

2009). 

8. “The First International Conference on Emerging Network Intelligence (EMERGING 2009),” Technical Program 

Committee Co-Chair (Sliema, Malta, Oct.11-16, 2009). 

9. “International Workshop on Nonlinear Theoretic Approach to Ambient Network,” Workshop Chair (Sapporo, 

Japan, Oct.19, 2009). 

10. “The Second International Conference on Emerging Network Intelligence (EMERGING 2010),” Advisory Co-Chair 

(Florence, Italy, Oct.25-30, 2010). 

11. Yoshifumi Kitamura, “ACE 2009: 5th Advances in Computer Entertainment Technology Conference,” (Athens, 

Greece, Oct.29-31, 2009). 

12. “International Young Researcher’s Workshop,” Organized by Ambient Interface Group (Tokyo, Japan, Oct.24-25, 

2009) 

13. “ACM Symposium on Virtual Reality Software and Technology (VRST),” (Mielparque Kyoto, Kyoto, Japan, 

Nov.18-20, 2009). 

14. “IEEE Second International Workshop on the Network of the Future (FutureNet II),” General Chair (Honolulu, 

Hawaii, Dec.4, 2009). 

15. “The 10th International Conference on Parallel and Distributed Computing, Applications and Technologies 

(PDCAT 2009),” Tutorial & Workshop Chair (Higashi-Hiroshima, Japan, Dec.8-11, 2009). 

16. “2nd International Workshop on Sensor Networks and Ambient Intelligence (SeNAmI 2009),” Steering Co-Chair 

(Hiroshima, Japan, Dec.11, 2009). 

17. “Second International Workshop on Reliability, Availability, and Security (WRAS 2009),” Workshop Co-Chair 

(Higashi-Hiroshima, Japan, Dec.11, 2009). 

18. Yoshifumi Kitamura, “JVRC 2009: Joint Virtual Reality Conference of EGVE-ICAT-Euro VR,” (Lyon, France, 
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Dec.7-9, 2009). 

19. “The 13th SANKEN International Symposium / The 8th SANKEN Nanotechnology Symposium / The 3rd 

SANKEN MSTEC Symposium / The 2nd SANKEN Alliance Symposium,” 実行委員 (Kansai International Airport, 

Osaka, Japan, Jan.18-19, 2010). 

20. “The 4th Japanese French Frontiers of Science（日仏先端科学シンポジウム）,” 専門委員 (Futuroscope, France, 

Jan. 22-24, 2010). 

21. “IEEE Symposium on 3D User Interfaces 2010(IEEE 3DUI),” (Westin Waltham-Boston, Waltham, Massachusetts, 

USA, Mar.20-21, 2010). 
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平成２１年度 
 

1. 岩田麻佑, 小牧大治郎, 荒瀬由紀, 原 隆浩, 西尾章治郎, “情報処理学会マルチメディア, 分散, 協調とモバイルシン

ポジウム（ＤＩＣＯＭＯ ２００９）最優秀論文賞”（２００９年７月）. 

2. Alparslan, O., Arakawa, S., and Murata, M., “The First International Conference on Evolving Internet (Internet 

2009) Best Paper Award” (Aug.2009). 

3. 鈴木隆裕, 丹羽真隆, 前田太郎, 安藤英由樹, “第１４回日本バーチャルリアリティ学会大会学術奨励賞”（２００９年９

月）. 

4. Wakamiya, N., Arakawa, S., and Murata, M., “The First International Conference on Emerging Network 

Intelligence (EMERGING 2009) BEST Paper Award” (Oct.2009). 

5. Misaka, T., “2009 International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA2009) BEST Student 

Paper Award (Gold Prize),” (Oct.2009). 

6. Hishiki, T., “2009 International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA2009) Student Paper 

Award (Silver Prize),” (Oct.2009). 

7. Furusawa, C., “Asia Pacific Biochemical Engineering Conference 2009 (APBioChEC’09) Best Presentation 

Award” (Nov.2009). 

8. Erika Sumiya, Tomohiro Mashita, Kiyoshi Kiyokawa, and Haruo Takemura, “ACM Symposium on Virtual Reality 

Software and Technology (VRST), Best Short Paper Award,” （２００９年１１月）． 

9. 林 直樹, 電子情報通信学会 学術奨励賞（２０１０年３月，内定） 

10. Mori, T., Takine, T., Pan, J., Kawahara, R., Uchida, M., and Goto S., 第２５回電気通信普及財団賞テレコムシステム

技術賞（２０１０年，内定）． 

11. Noguchi, Y., Ando, H., “HONORARY MENTIONS 09 INTERACTIVE ART, ARS ELECTRONICA.” 

12. 三瓶政一, “エリクソン・テレコミュニケーション・アワード”（２００９年１１月）． 
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平成２１年度 
 

1. 事業推進担当者名：四方哲也 

発明の名称：エマルジョンを用いたＲＮＡの選択的増幅法 

出願日：平成２１年７月１６日 

出願番号：特願２００９－１６８２８５ 

2. 事業推進担当者名：四方哲也 

発明の名称：タンパク質の可逆的デュアルラベリング法 

出願日：平成２２年１月５日 

出願番号：特願２０１０－７０５ 

3. 事業推進担当者名：谷田 純 

発明の名称：複眼撮像装置及び該装置における画像処理方法 

出願日：平成２２年３月２日 

出願番号特願２０１０－０４５４９６ 
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平成２１年度 
 

1. “自己組織型センサネットワーク技術,” ワイヤレス・テクノロジー・パーク２００９ （パシフィコ横浜，横浜，２００９年５月１

３－１４日）． 

2. Ando, H., Yoshida, T., Watanabe, J., “Save YourSelf!!!,” Freeze!-2009 International MedTech Art Show (National 

Taiwan Museum of Fine Arts, Taipei, ２００９年７月２５日－９月２７日). 

3. “Funbrella: Making Rain Fun,”  SIGGRAPH 2009 Emerging Technologies, （米国ニューオリンズ，２００９年８月３

－７日）． 

4. Watanabe, J., Kusachi, E., NOSIGNER, Ando, H., “Touch the Invisibles,” SIGGRAPH 2009 Information Aesthetics 

Showcase (New Orleans, USA, ２００９年８月３－７日) 

5. 渡邊淳司, 草地映介, NOSIGNER, 安藤英由樹, “Touch the Invisibles,” グッドデザインエクスポ２００９（東京ビックサ

イト， ２００９年８月２８－３０日）． 

6. 安藤英由樹, “Touch the Small World,” 『デバイスアート』展 (ELECTRONICA CENTER, Linz AUSTRIA, ２００９年９

月３日－). 

7. 鈴木隆裕, 丹羽真隆, 前田太郎, 安藤英由樹, “アクティブタッチによる凹凸覚提示のための振動タッチパネル,” 第１４

回日本バーチャルリアリティ学会大会（早稲田大学，東京，２００９年９月９－１１日）． 

8. “アソブレラ：雨の振動を記録・再生する傘型デバイス,” 次世代コンテンツ技術展｢ConTEX 2009｣（東京・科学未来館,

２００９年１０月２２－２５日). 

9. “M3: 複数ディスプレイ環境とマルチモーダルインタフェース,” 次世代コンテンツ技術展「ConTEX 2009」（東京・科学

未来館,２００９年１０月２２－２５日）. 

10. 田畑哲稔＋マリア・アドリアナ・ヴェルダースドンク, 渡邊淳司, 安藤英由樹, “Living Lens [habitat] featuring 

Saccade-based Display,” 港で出合う芸術祭 神戸ビエンナーレ２００９ 文化庁メディア芸術祭受賞作品展（メリケン

パーク，神戸，２００９年１０月３日－１１月２３日）． 

11. 安藤英由樹, 渡辺淳司, “感覚回路採集図鑑（サッカードディスプレイ，他５作品），” メディアラボ第５期展示（日本科学

未来館，東京，２００９年１０月７日－２０１０年２月８日）． 

12. 渡邊淳司, 草地映介, NOSIGNER, 安藤英由樹, “Touch the Invisibles,” DESIGNTIDE TOKYO 2009（東京ミッドタウ

ン・ホール，２００９年１０月３０日－１１月３日）． 

13. “Tearable,” SIGGRAPH Asia 2009 Technologies,（横浜，２００９年１２月１６－１９日）． 

14. HIDEYUKI ANDO + TETSUTOSHI TABATA + MARIA ADRIANA VERDAASDONK + JUNJI WATANABE, 

“Saccade-based Display-in the bank-,” DesCours 2009 (200 Carondelet Street New Orleans, ２００９年１２月 ９－

１３日). 
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1 著書 
 
1 Hayashi, Y., Aita, T., and Yomo, T., “Experimental fitness landscape for bacteriophage infectivity,” Contemporary 

Trends in Bacteriophage Research, Nova Science Publishers Inc., New York, pp.179–190 (May 2009). 

2 Legaspi, R., Fukui, K., Moriyama, K., Kurihara, S., and Numao, M., “Positing a Growth-Centric Approach in 

Empathic Ambient Human-System Interaction,” In Hippe, Z.S. and Kulikowski, J.L.(eds.), “Human-Computer 

Systems Interaction,” Springer, pp. 233–244 (Oct. 2009). 

3 Sunami, T., Kita, H., Hosoda, K., Matsuura, T., Suzuki, H., and Yomo, T., “Detection and Analysis of Protein 
Synthesis and RNA Replication in Giant Liposomes,” Methods in Enzymology, Vol. 464, Academic Press, New 

York, Chapter 2, pp.19–29 (Nov. 2009). 

4 林 良彦, “言語処理学会編，言語処理学事典（オントロジー，オントロジーと語彙意味論，オントロジーの連携，の各

項を執筆），” 共立出版（２００９年１２月）. 

5 林 良彦,  “白井克彦編，音声言語処理の潮流（言語処理，情報アクセスの各章を執筆），” コロナ社（２０１０年３

月）． 

6 Eum, S., Arakawa, S., Murata, M., “Topological Robustness of Biological Systems,” Bio-inspired Computing and 

Communication Networks (Book Chapter), Auerbach Publications, CRC Press (2010, to appear). 

7 Leibnitz, K., Murata, M., and Tetsuya, Y., “Attractor Selection as Self-Adaptive Control Mechanism for 

Communication Networks,” Bio-inspired Computing and Communication Networks (Book Chapter), Auerbach 

Publications, CRC Press (2010, to appear). 

8 Wakamiya, N., Leibnitz, K., and Murata, M., “A Self-Organizing Architecture for Scalable, Adaptive, and Robust 
Networking,” Autonomic Network Management Principles: From concepts to Applications (Book Chapter), 

Elsevier (invited book chapter) (2010, to appear). 

 
2 学術雑誌 
 
1 Ito, Y., Toyota, H., Kaneko, K., and Yomo, T., “How selection affects phenotypic fluctuation,” Mol.Syst. Biol., Vol. 

5, Article number 264 (Apr. 2009). 

2 Wu, Y., Ooshita, F., Kakugawa, H., and Masuzawa, T., “Distributed Construction Protocols of Probabilistic 

Degree-weighted Peer-to-peer Overlays,” IEICE Transactions on Information and Systems,Vol. E92-D, No. 4, 

pp. 563–574 (Apr. 2009). 

3 Sasabe, M., Wakamiya, N., and Murata, M., “User Selfishness vs. File Availability in P2P File-Sharing Systems: 

Evolutionary Game Theoretic Approach,” Peer-to-Peer Networking and Applications (Online) (Apr. 2009). 

4 中宮正樹, 寺田 努, 西尾章治郎, “移動型センサネットワークにおける複数ノードのための経路探索手法,” 情報処

理学会論文誌, Vol. 50, No. 4, pp. 1262–1271（２００９年４月）． 

5 香川景一郎, 能勢悠吾, 安達雄大, 谷 邦之, 和田 淳, 谷田 純, 布下正宏, 太田 淳, “アクティブ・パッシブ方式画

素読出しの併用によるＣＭＯＳイメージセンサのダイナミックレンジ拡大手法の提案と原理実証,” 映像情報メディア

学会誌, Vol. 63, No. 4, pp. 535-545 (Apr. 2009). 
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6 Furusawa, C., and Kaneko, K., “Chaotic expression dynamics implies pluripotency: when theory and 

experiment meet,” Biology Direct, Vol. 4, No. 17 (May 2009). 

7 Izumi, T., Izumi, T., Ooshita, F., Kakugawa, H., and Masuzawa, T., “A Biologically Inspired Selfadaptation of 

Replica Density Control,” IEICE Transactions on Information and Systems, Vol. E92-D, No. 5, pp. 1125–1136 

(May 2009). 

8 Kiyohara, R., Mii, S., Matsumoto, M., Numao, M, and Kurihara S., “A New Method of Fast Compression of 

Program Code for OTA Updates in Consumer Devices,” IEEE Transactions on Consumer Electronics, Vol. 55, 

No. 2, pp. 812–817 (May 2009). 

9 藤原 健, 大坊郁夫, “ポジティブ感情と会話動機の関連―快楽的随伴性理論(the hedonic contingency theory) か

らの検討―,” 対人社会心理学研究, Vol. 9, pp. 73-79 （２００９年５月）. 

10 後藤 学, 大坊郁夫, “短期的な社会的スキル・トレーニングの実践 社会人への適用を目指して,” 応用心理学研究, 

Vol. 34, pp. 193-200 （２００９年５月）. 

11 Horisaki, R., Nakao, Y., Toyoda, T., Kagawa, K., Masaki, Y., and Tanida, J., “A Thin and Compact 

Compound-eye Imaging System Incorporated with an Image Restoration Considering Color Shift, Brightness 

Variation and Defocus,” Opt. Rev., Vol. 16, No. 3, pp. 241-246 (May 2009). 

12 Hashimoto, K., Sakano, K., Takasuka, F., Ishihara, Y., and Fujiwara, T., “Verification of the Security against 

Inference Attacks on XML Databases,” IEICE Trans. on Information and Systems, Vol. E92-D, No. 5, pp. 

1022-1032 (May 2009). 

13 増崎隆彦, 筒井 弘, 尾上孝雄, 水野雄介, 佐々木 元, 中村行宏, “シングルタイル JPEG2000 コーデックのシステ

ム構成,” 画像電子学会誌, Vol. 38, No. 3, pp. 296-304 (May 2009). 
14 Matsuo, T., Tsuchiya, T., and Kikuno, T., “Feature Interaction Verification Using Unbounded Model Checking 

with Interpolation,” IEICE Transactions on Information and Systems, Vol. E92-D, No. 6, pp. 1250–1259 (Jun. 

2009). 

15 Kiri, Y., Sugano, M., and Murata, M., “Robustness in sensor networks: Difference between selforganized control 

and centralized control,” International Journal on Advances in Networks and Services, Vol. 2, No. 1, pp. 42–52 

(Jun. 2009). 

16 丹羽真隆, 伊藤雄一, 岸野文郎, 野間春生, 柳田康幸, 保坂憲一, 久米祐一郎, “振動触覚を用いた情報提示のた

めの仮現運動と刺激条件,” 日本バーチャルリアリティ学会論文誌, Vol. 14, No. 2 （２００９年６月）. 

17 Sritiapetch, C. and Sampei, S., “Frequency Domain Nulling Filter and Turbo Equalizer in Suppression of 

Interference for One-Cell Reused Single-Carrier TDMA Systems,” IEICE Trans. on Communications, Vo. E92-B, 

No. 6, pp. 2085-2094 (Jun. 2009). 

18 Sugano, M., Fukushima, R., Murata, M., and Hatauchi, T., “Low-energy-consumption ad hoc mesh network 
based on intermittent receiver-driven transmission,” Journal of Computer Networks and Internet Research, 

Vol.9, issue 1, pp. 19–26 (Jul. 2009). 

19 Yamauchi, Y., Bein, D., and Masuzawa, T., “Preserving the Fault-Containment of Ring Protocols Executed on 

Trees,” The Computer Journal, Vol. 52, No. 4, pp. 483–498 (Jul. 2009). 

20 北岡伸也, 北村喜文, 岸野文郎, “メトロポリス光輸送法における多重重点的サンプリングの統計的偏り除去手法の
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提案,” 画像電子学会誌, Vol. 38, No. 4, pp. 432-440 （２００９年７月）. 
21 Shinfuku, Y., Sorpitiporn, N., Sono, M., Furusawa, C., Hirasawa, T., and Shimizu, H., “Development and 

experimental verification of a genome-scale metabolic model for Corynebacterium glutamicum,” Microbial Cell 

Factories, Vol. 8, No. 1, pp. 43 (Aug. 2009). 

22 Kobayashi, T., Mizuno, H., Imayoshi, I., Furusawa, C., Shirahige, K., and Kageyama, R., “The cyclic gene Hes1 

contributes to diverse differentiation responses of embryonic stem cells,” Genes and Development, Vol. 23, No. 

16, pp. 1870–1875 (Aug. 2009). 

23 Matsuura, T., Kazuta, Y., Aita, T., Adachi, J., and Yomo, T., “Quantifying epistatic interactions among the 
components constituting the protein translation system,” Mol. Syst. Biol., Vol. 5, Article number 297 (Aug. 2009). 

24 Wakamiya, N., Leibnitz, K., and Murata, M., “Biologically-Inspired Self-Organizing Networking,” CAAI 

Transactions on Intelligent Systems, Vol. 4, No. 4, pp. 369–375 (Aug. 2009). 

25 畠中理英, 達可敏充, 渡邊賢治, 尾上孝雄, “透過減衰を考慮した無線ホームネットワーク向け位置推定,” 情報処

理学会論文誌, Vol. 50, No. 8, pp. 1835-1844 (Aug. 2009). 
26 Sugano, H., Masuzaki, T., Tsutsui, H., Onoye, T., Ochi, H., Nakamura, Y., “Efficient Memory Organization 

Framework for Jpeg2000 Entropy Codec,” IEICE Trans. on Fundamentals, Vol. E92-A, No. 8, pp. 1970-1977 

(Aug. 2009). 

27 Ou, J., Furusawa, C., Yomo, T., and Shimizu, H., “Analysis of stochasticity in promoter activation by using a 

dual-fluorescence reporter system,” BioSystems, Vol. 97, No. 3, pp. 160–164 (Sept. 2009). 

28 Tsuru, S., Ichinose, J., Kashiwagi, A., Ying, B-W., Kaneko, K., and Yomo, T., “Noisy cell growth rate leads to 

fluctuating protein concentration in bacteria,” Physical Biology, Vol. 6, No. 3, 036015(9 pp.) (Sept. 2009). 

29 Nishimura, K., Hosoi, T., Sunami, T., Toyota, T., Fujinami, M., Oguma, K., Matsuura, T., Suzuki, H., and Yomo, T., 

“Population analysis of structural properties of giant liposomes by flow cytometry,” Langmuir, Vol. 25, No. 18, pp. 

10439–10443 (Sept. 2009). 

30 Naruse, M., Hori, H., Kobayashi, K., Ishikawa, M., Leibnitz, K., Murata, M., Tate, N., and Ohtsu, M., “Information 

theoretic analysis of hierarchical nano-optical systems,” Journal of the Optical Society of America B, JOSA B: 

Optical Physics, Vol. 26, No. 9, pp. 1772–1779 (Sept. 2009). 

31 北島信哉, 原 隆浩, 寺田 努, 義久智樹, 西尾章治郎, “放送型データベースシステムにおけるクライアントの消費

電力を考慮した問合せ処理方式,” 情報処理学会論文誌, Vol. 50, No. 9, pp. 2284–2297（２００９年９月）. 

32 Kagawa, K., Ohta, J., and Tanida, J., “CMOS imager for wavelength- and space-division-multiplexing indoor 

optical wireless LAN with dynamic reconfiguration of differential pixel output,” IEEE Photonics Technology 

Letters, Vol. 21, No. 18, pp. 1308-1310 (Sept. 2009). 
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8 全国大会 
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